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■
令
和
７
年
度
第
３
回
理
事
会

を
開
催

令
和
８
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
を
決
定

当
連
盟
は
令
和
７
年
度
第
３
回
理
事
会
を
令

和
８
年
３
月
16
日
（
月
）、
文
京
区
の
林
友
ビ

ル
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。
理
事
会
出
席
者
は

理
事
32
名
、
監
事
２
名
で
、
連
盟
の
定
款
に
基

づ
き
理
事
会
は
成
立
。令
和
８
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
を
決
定
し
た
ほ
か
、
全
市
連
の
業
務

運
営
及
び
第
71
回
定
期
総
会
・
提
出
議
案
（
令

和
７
年
度
事
業
報
告
案
・
収
支
決
算
見
通
し

案
）
等
に
つ
い
て
了
承
を
得
た
。
林
野
庁
か
ら

は
、
間
島
重
道
木
材
産
業
課
長
、
高
橋
秀
夫
木

材
産
業
課
課
長
補
佐
、
大
道
一
浩
業
務
課
企
画

官
に
ご
出
席
い
た
だ
き
情
報
提
供
を
い
た
だ
い

た
。

【
会
長
挨
拶
】

会
議
開
催
に
あ
た
り
、
守
屋
会
長
か
ら
出
席

理
事
・
幹
事
及
び
林
野
庁
出
席
者
へ
の
謝
辞
の

後
、
自
ら
ナ
ラ
枯
れ
材
等
地
域
の
広
葉
樹
材
の

利
活
用
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
、
全
市
連
と
し

て
Ｓ
Ｈ
Ｋ
の
取
組
に
参
画
し
て
い
る
こ
と
を
述

べ
、
本
日
は
今
年
の
定
期
総
会
に
提
出
す
る
議

案
等
を
審
議
い
た
だ
く
ほ
か
、
林
野
庁
の
方
々

か
ら
政
策
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
い
た
だ
く

貴
重
な
機
会
、
本
日
の
会
議
が
有
意
義
な
も
の

と
な
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
挨
拶
し
た
。

【
林
野
庁
木
材
産
業
課
か
ら
の
情
報
提
供
】

林
野
庁
間
島
木
材
産
業
課
長
か
ら
、
ご
挨
拶

と
木
材
産
業
や
木
材
需
給
の
動
向
、
木
材
産
業

行
政
の
基
本
的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
い
た
後
、
高
橋
木
材
産
業
課
流
通
班
担
当

課
長
補
佐
よ
り
、「
森
の
国
・
木
の
街
」
の
実

現
に
向
け
た
林
野
庁
の
取
組
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
だ
い
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
多
岐
に
渡

る
も
の
で
あ
っ
た
。

○
木
造
住
宅
の
部
材
別
木
材
使
用
割
合
、
○

住
宅
に
お
け
る
国
産
材
の
利
用
拡
大
―

大
径
材

の
増
加
に
対
応
し
た
付
加
価
値
向
上
、
○
木
造

が
選
ば
れ
な
い
理
由
、
○
木
造
が
高
い
わ
け
で

は
な
い
―

木
造
と
他
工
法
の
コ
ス
ト
比
較
、
○

建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
を
巡
る
最
近
の
動

き
、
○
建
築
物
木
材
利
用
協
定
制
度
の
事
例
、

○
低
・
中
層
建
築
、
木
造
ビ
ル
、
公
共
施
設
等

に
お
け
る
木
造
建
築
の
事
例
、
○
木
材
利
用
に

よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
の
評

価
の
例
、
○
木
材
利
用
に
よ
る
炭
素
貯
蔵
・
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
の
見
え
る
化
に
向
け
た
取
組
―

Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
等
、
○
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
カ
ー
ボ
ン
評
価
の
動
き
、
○
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
繋
が
る
木
材
利
用
、
○
木
材
利
用
に
よ

る
ビ
ジ
ネ
ス
面
の
効
果
、
○
内
装
木
質
化
の
事

例
、
○
「
森
の
国
・
木
の
街
づ
く
り
宣
言
」
へ

の
参
画
事
例
と
参
画
企
業
・
団
体
等

理事会の様子

大大量量生生産産型型

【木取りのイメージ】

ラ
ミ
ナ

 大大径径材材のの木木取取りりにによよるる製製品品売売上上ののイイメメーージジ（（試試算算））

※ 単価及び生産比率は、日刊木材新聞社「木材建材ウイクリー」、林野庁業務資料を参考に設定

＜＜製製品品売売上上のの試試算算方方法法＞＞
・各製品の生産比率と単価を下表のとおり設定して試算。

製材の種類 生産比率 単価

ラミナ 40% 32,000円/㎥

チップ 60% 11,000円/㎥

・主に非住宅・中高層建築物向けを想定

丸太１m3から生産される製品の売上の合計

19,000円

高高付付加加価価値値型型

【木取りのイメージ】 丸太１m3から生産される製品の売上の合計

50,000円

＜＜製製品品売売上上のの試試算算方方法法＞＞
・各製品の生産比率と単価を下表のとおり設定して試算。

製材の種類 製材の生産比率 単価

平角材 25% 60,000円/㎥

造作材 10% 200,000円/㎥

羽柄材 15% 62,000円/㎥

チップ 50% 11,000円/㎥

・主に低層住宅、内装材向けを想定

平
角造作

平
角

羽
柄

羽
柄

造作

■ 平屋建てドラッグストア
• 木造の方が鉄骨造より16％低コスト

岐阜県が公表している「非住宅施設の木造化にかかる低コストマニュアル・事例集」（令和４
年３月）を元に林野庁が作成
※実際に建設された鉄骨造平屋建て1158m2のドラッグストアについて、木造に置き換えて設
計した場合の躯体工事費のコストを比較したもの
※躯体工事の費用であり、内装、仕上げ等の工事費は含まれていない

※躯体・基礎工事

木造 Ｓ造 木／Ｓ

計 57,800円/㎡ 68,897円/㎡ 0.84

躯体工事
（基礎以外）

22,328円/㎡ 24,834円/㎡ 0.90

基基礎礎工工事事
（基礎・地盤改良費）

35,472円/㎡ 44,063円/㎡ 0.81

木造と他工法のコスト比較

■ ３階建て集合住宅

木造（CLT） ＲＣ造 木／RC

計 241,523円/m2 248,876円/m2 0.97

躯体・
その他工事
（内部工事含む）

222,169円/m2 197,187円/m2 1.13

基基礎礎工工事事 19,354円/m2 51,689円/m2 0.37

• 木造の方が鉄筋コンクリート造より３％低コスト

（公財）日本住宅・木材技術センターが令和７年３月31日に公表した「ＣＬＴ実証事業の事
例に関するコスト分析報告」を元に林野庁が作成
※実際に建築した３階建ての木造集合住宅（377.5m2：CLTパネル工法）について、同一
プランで鉄筋コンクリート造とした場合の積算を行い、コストを比較

全市連のホームページアドレス http.//www.zennichiren.com
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【
林
野
庁
業
務
課
か
ら
の
情
報
提
供
】

業
務
課
の
大
道
企
画
官
か
ら
は
、
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
お
け
る
今
後
の
対
応
方
向
に
つ

い
て
、
現
在
検
討
中
の
案
の
概
要
を
ご
説
明
い

た
だ
い
た
。

（
１
）
望
ま
し
い
森
林
の
姿
へ
の
誘
導

○
面
的
な
広
が
り
に
お
け
る
多
様
な
森
林
配

置
へ
の
誘
導
、
○
特
に
人
工
林
で
は
、
木
材
生

産
に
適
し
た
森
林
に
お
け
る
主
伐
・
再
造
林
を

実
施
。
ま
た
、
複
層
林
施
業
や
里
山
広
葉
樹
の

利
活
用
を
通
じ
た
再
生
の
実
施
、
○
多
様
な
森

林
配
置
へ
の
誘
導
の
姿
を
地
域
管
理
経
営
計
画

等
に
提
示
、
○
具
体
の
施
業
に
あ
た
っ
て
、
生

物
多
様
性
保
全
に
向
け
、
渓
畔
林
の
保
残
な
ど

施
業
時
の
配
慮
や
民
間
団
体
等
と
連
携
し
た
取

組
を
促
進

（
２
）
持
続
的
な
木
材
生
産
に
よ
る
林
業
・
木

材
産
業
の
振
興

○
森
林
共
同
施
業
団
地
な
ど
国
有
林
を
核
と

し
た
森
林
の
集
積
・
集
約
化
、
○
立
木
販
売
を

林
業
経
営
体
の
「
立
木
ス
ト
ッ
ク
」
と
し
て
機

能
さ
せ
、
林
業
経
営
体
の
事
業
量
確
保
と
経
営

安
定
に
貢
献
、
○
民
・
国
を
通
じ
た
木
材
の
安

定
供
給
と
需
給
動
向
に
応
じ
た
供
給
調
整
の
推

進
、
○
持
続
可
能
な
木
材
取
引
に
向
け
た
相
場

観
形
成
に
資
す
る
よ
う
立
木
販
売
結
果
情
報
の

公
表
方
法
を
工
夫

（
３
）
深
刻
化
す
る
気
候
変
動
へ
の
対
応
（
山

地
の
防
災
・
減
災
）

○
災
害
対
応
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
り
つ
つ
、

山
地
災
害
緊
急
展
開
チ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
市
町

村
支
援
の
強
化
、
○
効
率
的
な
森
林
施
業
に
加

え
、
代
替
路
と
し
て
の
活
用
を
見
据
え
た
国
有

林
林
道
の
開
設
・
改
良
、
○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
等
に

よ
る
省
力
化
を
図
り
つ
つ
、
事
業
者
に
選
ば
れ

る
適
正
な
事
業
発
注
の
推
進

【
議
　
事
】

１
．
業
務
・
情
勢
報
告

令
和
７
年
度
後
半
の
業
務
・
情
勢
報
告
を
行

い
、
承
認
さ
れ
た
。

○
全
国
優
良
木
材
展
示
会
の
開
催

当
連
盟
主
催
の
全
国
優
良
木
材
展
示
会
を
令

和
７
年
11
月
21
日
（
金
）、（
株
）
東
海
木
材
相

互
市
場
・
大
口
市
場
で
開
催
し
た
。
農
林
水
産

大
臣
賞
１
点
、
林
野
庁
長
官
賞
２
点
、
愛
知
県

知
事
賞
２
点
、
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
２
点
等

合
計
13
点
が
表
彰
さ
れ
た

○
第
29
回
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別
展

全
市
連
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
（
勝
野

智
明
理
事
長
）、
及
び
木
曽
木
材
工
業
協
同
組

合
（
麦
島
照
幸
理
事
長
）
は
、１
月
24
日
（
土
）、

第
29
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別

展
示
会
を
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
に
お
い
て

開
催
し
た
。
林
野
庁
長
官
賞
１
点
、
長
野
県
知

事
賞
１
点
、
全
市
連
会
長
賞
１
点
が
表
彰
さ
れ

た
。

○
令
和
７
年
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会

令
和
７
年
度
の
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
を
令
和
８
年
２
月
６
日
（
金
）、７
日
（
土
）

に
東
京
会
場
（
砂
防
会
館
、東
京
都
千
代
田
区
）

２
月
20
日
（
金
）、21
日
（
土
）
に
大
阪
会
場
（
大

阪
木
材
仲
買
会
館
、
大
阪
市
西
区
）
で
開
催
し

た
。（
詳
細
記
事
は
別
掲
）

○
全
市
連
福
祉
共
済
保
険

保
険
事
業
の
健
全
運
営
に
向
け
、
加
入
事
業

所
数
や
加
入
口
数
の
増
加
に
努
め
て
き
た
が
、

令
和
８
年
２
月
時
点
で
１
、１
５
４
口
と
な
っ

た
。
会
員
市
場
職
員
の
皆
様
の
福
利
厚
生
の
た

め
に
加
入
促
進
に
御
協
力
を
お
願
い
す
る
。
令

和
７
年
２
月
１
日
～
令
和
８
年
１
月
31
日
の
保

障
の
状
況
は
、
死
亡
保
険
金
が
２
件
、
６
、０

０
０
千
円
（
前
年
度
：
１
件
、
１
０
、０
０
０

議
案
１
　
全
市
連
第
71
回
定
期
総
会
提
出
議
案

に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
６
月
１
日
（
月
）
に
開
催
予
定

の
第
71
回
定
期
総
会
（
東
京
大
会
）
へ
の
提
出

議
案
と
し
て
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
（
案
）

及
び
令
和
７
年
度
決
算
見
通
し
（
案
）
を
説
明

提
案
し
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

議
案
２
　
令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
　

事
務
局
か
ら
令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
と
収

支
予
算
案
を
説
明
提
案
し
、
全
員
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

○
令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
の
概
要

２
０
５
０
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
等
の
実
現
に
向
け

た
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
期
待
、
都
市

等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進
、
改
正
建
築
基

準
法
の
施
行
、
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
施

行
、
改
正
物
流
効
率
化
法
の
施
行
、
林
業
・
木

材
産
業
に
お
け
る
適
正
取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
等
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
一
層
の
国
産

材
の
安
定
供
給
・
安
定
需
要
の
確
保
に
取
組
む

こ
と
が
重
要
と
の
基
本
認
識
に
立
ち
、
当
連
盟

は
、
木
材
市
場
の
情
報
発
信
、
集
荷
、
需
給
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
価
格
形
成
、
付
加
価
値
向

上
等
の
機
能
を
発
揮
し
て
、
次
の
事
項
に
重
点

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

ア
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
２
０
５
０
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
等

に
寄
与
す
る
木
材
利
用
の
促
進

木
材
と
建
築
関
係
者
、
消
費
者
等
を
つ
な
ぐ

人
材
育
成
の
た
め
の
「
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

養
成
講
習
会
の
充
実
、
木
材
利
用
の
意
義
に
つ

い
て
の
Ｐ
Ｒ
、
公
共
建
築
物
、
商
業
施
設
、
福

祉
施
設
及
び
中
高
層
建
築
物
等
都
市
部
で
の
木

造
・
木
質
化
の
推
進
等

イ
．
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
及
び
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
発
揮

千
円
）、
入
院
給
付
金
が
１
件
、
１
０
２
千
円

（
前
年
度
：
０
件
、
０
千
円
）、
令
和
７
年
度
の

配
当
金
は
、
３
、１
４
２
千
円
（
年
間
保
険
料

１
３
、８
５
９
千
円
、
当
率
22
・
７
％
）

○
補
助
・
委
託
事
業
等
の
実
施

［
令
和
７
年
度
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ

く
合
法
性
確
認
の
た
め
の
研
修
］

令
和
７
年
11
月
11
日
、
全
市
連
、
全
買
連
、

全
木
連
、
都
木
連
は
共
催
に
よ
り
、
今
般
改
正

さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
改
正
内
容
の
周

知
、
合
法
性
確
認
の
具
体
的
方
法
等
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
う
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基

づ
く
合
法
性
確
認
の
た
め
の
研
修
」
を
木
材
会

館
（
江
東
区
新
木
場
）
に
お
い
て
開
催
し
た
。

［
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
構
築
に
向
け
た

需
給
情
報
連
絡
協
議
会
］

日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
令

和
８
年
２
月
３
日
、
令
和
７
年
度
国
産
材
の
安

定
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報

連
絡
協
議
会
を
開
催
し
た
。

［
顔
が
見
え
る
木
材
供
給
体
制
構
築
事
業
］

全
日
本
木
材
組
合
連
合
会
、
日
本
木
材
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
実
施
。
全
国
で
５
の

実
施
団
体
が
事
業
活
動
を
行
い
、
３
月
４
日
に

全
国
の
実
施
団
体
の
参
加
の
下
、
成
果
報
告
会

を
開
催
し
た
。

○
制
度
改
正
へ
の
対
応

改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
施
行
、
発
電
利

用
に
供
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
証
明
の
た
め

の
林
野
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
（
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
関
連
情
報
の
提
供
）、
改
正
物

流
効
率
化
法
の
施
行
、取
適
法
の
施
行
、林
業
・

木
材
産
業
に
お
け
る
適
正
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
等
に
対
応
す
る
た
め
、
林
野
庁
等
か
ら
の

情
報
提
供
及
び
意
見
交
換
、
連
盟
会
員
へ
の
情

報
提
供
を
行
っ
た
。
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中
小
規
模
工
場
の
特
色
を
踏
ま
え
た
木
材
の

供
給
、
木
材
流
通
の
各
段
階
に
お
け
る
コ
ス
ト

構
造
や
取
引
実
態
・
課
題
等
の
調
査
分
析
、
優

良
木
材
展
示
会
等
の
開
催
、
取
引
規
模
の
拡
大

と
取
引
の
効
率
化
、
木
材
の
付
加
価
値
向
上
、

林
業
・
木
材
産
業
関
連
７
団
体
に
よ
る
共
同
行

動
宣
言
の
実
施
、
災
害
時
に
お
け
る
木
造
仮
設

住
宅
へ
の
部
材
供
給
体
制
の
整
備
に
向
け
た
取

組
等

ウ
．
合
法
性
確
認
木
材
と
品
質
の
確
か
な
木
材

製
品
の
安
定
供
給
体
制
の
整
備

改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
合
法
性

確
認
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
供
給
体
制

の
整
備
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
・
乾
燥
材
な
ど
の
流

通
拡
大
等

エ
．
行
政
・
議
会
等
へ
の
各
種
提
言
活
動
と
制

度
改
正
等
へ
の
対
応

理
事
会
等
を
活
用
し
た
行
政
か
ら
の
情
報
提

供
・
意
見
交
換
、
木
材
利
用
・
木
材
流
通
の
推

進
等
に
資
す
る
各
種
提
言
活
動
、
法
律
や
制
度

会
背
へ
の
対
応
等

オ
．
安
全
衛
生
対
策
の
徹
底
に
よ
る
安
全
安
心

な
市
場
・
職
場
環
境
の
整
備

車
両
・
墜
落
等
労
働
災
害
の
未
然
防
止
、
働

き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
の
強
化
等

○
令
和
９
年
度
収
支
予
算
案
の
概
要

予
算
で
は
、
経
常
収
益
２
６
、１
９
６
千
円
、

経
常
費
用
２
６
、０
９
９
千
円
、
当
期
経
常
増

減
額
９
７
千
円
を
計
上
し
た
。
主
要
な
収
入
源

で
あ
る
一
般
会
費
収
入
、
福
祉
共
済
事
業
収
入

は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
１
、４
９
６
千
円
、
５
、１
０

０
千
円
を
計
上
し
た
。

■
林
野
庁
が
森
林
・
林
業
基
本

計
画
の
骨
子
案
を
公
表

林
野
庁
は
２
月
20
日
、
林
政
審
議
会
を
開
催

し
、
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
骨
子
案

を
示
し
た
。
同
計
画
は
、
森
林
・
林
業
を
め
ぐ

る
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね
５
年

ご
と
に
変
更
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在

作
成
中
の
新
基
本
計
画
は
、
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

今
回
提
示
さ
れ
た
新
計
画
の
骨
子
案
の
ポ
イ

ン
ト
で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
好
循

環
に
よ
る
「
森
の
国
・
木
の
街
」
の
実
現
を
新

た
な
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
た
。
関
係
者
が
相

互
理
解
の
下
、
正
の
連
鎖
で
つ
な
が
り
、
幅
広

い
協
力
を
得
つ
つ
、
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
新

た
な
取
組
に
挑
戦
で
き
る
構
造
を
確
立
し
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
と
多
様
で
健
全
な
森
林
づ

く
り
を
進
め
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
健

全
な
形
で
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
提
唱
し

た
。
具
体
的
に
は
、
次
の
５
点
を
示
し
た
。

○
適
切
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
多
様
で
健
全

な
森
林
づ
く
り

•

森
林
計
画
制
度
に
基
づ
く
機
能
に
応
じ
た

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
確
実
な
実
施

•

豊
か
な
生
物
多
様
性
を
支
え
る
多
様
で
健
全

な
森
林
づ
く
り

•

林
業
適
地
で
の
再
造
林
確
保
、
そ
れ
以
外
で

の
針
広
混
交
林
化
等

•

改
正
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
集
積
・
集

約
化
の
加
速

•

国
土
強
靱
化
に
向
け
た
森
林
整
備
・
治
山
対

策

•

「
森
業
」
等
に
よ
る
山
村
地
域
の
自
立
的
・

持
続
的
発
展

○
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
持
続

的
な
林
業
の
確
立

•

ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
開
発
・
実
装
に
よ
る

安
全
性
・
生
産
性
向
上

•

林
業
従
事
者
の
処
遇
と
労
働
環
境
の
改
善

•

新
規
事
業
者
も
含
め
た
多
様
な
林
業
経
営
体

の
育
成
及
び
確
保

○
国
産
材
の
供
給
力
強
化

•

木
材
加
工
流
通
施
設
の
生
産
力
強
化
、
ス

ト
ッ
ク
機
能
の
強
化

•

Ｊ
Ａ
Ｓ
等
品
質
性
能
の
確
か
な
製
品
の
安
定

的
・
効
率
的
供
給

•

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
付
加
価
値
の
高
い
製
品

の
供
給
体
制
構
築

○
「
木
の
街
」
の
実
現

•

都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
に
向
け
た
協
定
締

結
の
推
進
や
部
材
開
発
・
設
計
手
法
の
確
立

•

製
品
輸
出
の
促
進
、
木
質
系
新
素
材
の
開

発
・
実
装

•

木
材
の
環
境
貢
献
等
の
見
え
る
化
、
木
育
の

推
進

○
国
産
材
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化

•

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
に
よ
る
原
木
流
通
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
の
強
化

•

需
給
動
向
や
コ
ス
ト
構
造
、
木
材
の
持
続
性

に
関
す
る
情
報
の
共
有
・
相
互
理
解
、
合
理

的
な
価
格
形
成
が
図
ら
れ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築

林
産
物
の
供
給
・
利
用
に
関
す
る
目
標

令
和
６
年
の
国
産
材
利
用
量
は
35
百
万
と
、

現
行
の
基
本
計
画
の
目
標
の
９
割
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
建
築
用
材
等
に
つ
い
て
は
18
百
万

㎥
と
、
目
標
の
７
割
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
新
基
本
計
画
の
案
で
は

令
和
17
年
の
建
築
用
材
等
の
総
需
要
を
林
産
物

の
供
給
・
利
用
に
関
す
る
目
標
を
３
、５
０
０

万
㎥
と
し
た
。
こ
の
う
ち
国
産
材
の
利
用
量
に

つ
い
て
は
２
、６
０
０
万
㎥
、
国
際
材
利
用
量

の
内
訳
は
、
製
材
用
材
が
２
、０
０
０
万
㎥
、

合
板
用
材
が
６
０
０
万
㎥
と
し
た
。
現
行
計
画

で
は
令
和
12
年
の
総
需
要
量
の
目
標
を
４
、１

０
０
万
㎥
、
国
産
材
の
利
用
量
を
２
、６
０
０

万
㎥
と
し
て
い
た
。建
築
用
材
等
に
つ
い
て
は
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理
し
、
こ

れ
ら
が
解
決
さ
れ
た
場
合
に
需
要
量
増
加
を
見

込
ん
で
い
る
。
国
産
材
利
用
量
は
、
施
策
の
効

果
に
よ
る
国
産
材
率
の
上
昇
に
よ
り
増
加
す
る

も
の
と
し
て
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

総需要量の見通しと用途別利用量の目標値
（単位：丸太材積 百万㎥）

総需要量 国産材利用量

用途区分
（実績） （見通し）（見通し） （実績） （目標） （目標）

令和 ６年 令和１２年 令和１７年 令和 ６年 令和１２年 令和１７年

建築用材等 32 34 35 18 23 26

製材用材 25 26 26 14 18 20

合板用材 8 8 9 4 5 6

非建築用材等 50 50 50 17 17 17

パルプ ･チップ用材等※ 27 26 26 4 4 4

燃料材 23 24 24 12 13 13

合計 82 85 85 35 40 42

※しいたけ原木等を含む
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■
令
和
７
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
開
催

全
市
連
は
、
令
和
８
年
２
月
６
日
～
７
日
、

東
京
会
場
の
砂
防
会
館
（
千
代
田
区
平
河
町
）

と
同
20
日
～
21
日
、
大
阪
会
場
の
大
阪
木
材
仲

買
会
館
（
西
区
南
堀
江
）
で
、
令
和
７
年
度
木

材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
た
。

講
師
陣
、
会
議
場
、
当
連
盟
関
係
者
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
参
加
者
は
、
東
京
会
場

が
39
名
、
大
阪
会
場
が
24
名
で
合
計
63
名
。
講

習
会
は
、
木
材
市
場
・
問
屋
・
貿
易
・
商
社
等

の
木
材
流
通
、
製
材
・
合
板
・
集
成
材
等
の
木

材
加
工
、
建
材
、
建
築
・
設
計
、
森
林
組
合
、

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
県
庁
等
幅
広
い
分

野
の
方
々
に
受
講
い
た
だ
い
た
。

講
師
と
教
科
名
は
、
早
稲
田
大
学
の
平
塚
基

志
教
授
「
地
球
環
境
保
全
と
森
林･

木
材
利

用
」、
林
材
ラ
イ
タ
ー
の
赤
堀
楠
雄
氏
「
日
本

林
業
と
課
題
」、
東
京
都
市
大
学
名
誉
教
授
の

大
橋
好
光
氏
「
木
造
建
築
・
木
造
住
宅
に
使
う

木
質
材
料
」、
Ａ
／
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
の
栗
田
紀

之
理
事
「
木
造
建
築
と
木
造
住
宅
」、
京
都
大

学
名
誉
教
授
の
杉
山
淳
司
氏
「
木
の
構
造
と
性

質
―

知
っ
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
こ
と
が
ら
と

ル
ー
ペ
に
よ
る
観
察
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
木
活
木
森

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
遠
藤
日
雄
理
事
長
（
元
鹿
児

島
大
学
教
授
）「
木
材
需
給
の
動
向
と
木
材
産

業
」。多く

の
人
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
２
日
間
の

講
習
会
と
し
て
い
る
の
で
、
短
期
間
に
多
く
の

科
目
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
受
講
者
に
は
ご
苦

労
の
多
い
二
日
間
と
な
っ
た
が
、
集
中
し
て
効

率
的
に
学
習
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

当
講
習
会
は
、
本
年
も
、（
公
社
）
日
本
建

築
士
連
合
会
の
建
築
士
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
認
定
を
受
け
て
い
る
。
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
有
資
格
者
は
、
木
材
流
通
・
加
工
、
森
林
組

合
、
建
築
・
設
計
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

国
及
び
自
治
体
等
行
政
機
関
な
ど
幅
広
い
分
野

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
木
材
の
良
さ

や
利
用
方
法
を
伝
え
、
木
材
の
需
要
拡
大
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

■
林
野
庁
春
の
人
事
異
動
（
抜
粋
）

４
月
１
日
付
等
の
異
動

○
林
野
庁
付
←
関
口
高
士
（
北
海
道
森
林
管

理
局
長
）
←
宇
野
聡
夫
（
森
林
研
究
・
整
備
機

構
理
事
）　

○
森
林
総
合
研
究
所
総
括
審
議
役

←
福
田
淳
（
林
政
部
付
）　

○
九
州
森
林
管
理

局
宮
崎
森
林
管
理
署
長
←
大
道
一
浩
（
林
野
庁

業
務
課
企
画
官
）　

○
林
野
庁
特
用
林
産
対
策

室
長
←
鈴
木
清
史
（
木
材
産
業
課
上
席
木
材
専

門
官
）
←
井
堀
秀
雄
（
木
材
産
業
課
総
括
課
長

補
佐
）
←
中
山
昌
弘
（
経
営
課
総
括
課
長
補
佐
）　

○
大
臣
官
房
新
事
業
・
食
品
産
業
部
食
品
製
造

課
企
画
専
門
官
←
高
橋
秀
夫
（
木
材
産
業
課
流

通
班
担
当
課
長
補
佐
）
←
尾
近
茂
（
同
木
材
専

門
官
）
←
中
村
有
貴
（
同
住
宅
資
材
企
画
係
長
）　

○
四
国
森
林
管
理
局
資
源
活
用
課
収
穫
係
長
←

重
松
友
希（
木
材
産
業
課
流
通
班
安
定
供
給
係
）

←
高
島
晴
文
（
宮
崎
県
）

平塚講師赤堀講師

杉山講師

大橋講師

遠藤講師 栗田講師

木材アドバイザー養成講習会の様子


